
                              令和６年４月１０日 

剣道団体  各位  

                          群 馬 県 剣 道 連 盟  

高崎支部長 藤木 正行 

 

第３８回 青少年健全育成剣道大会開催について 

 

 標記大会を下記のとおり実施いたしますのでご案内申し上げます。 

なお、中学生については、所属学校・道場どちらか一方の申し込みでお願いします。 

               記 

日  時： 令和６年５月１９日(日) 9：00 開場 9:15 審判会議 9:45 開会式 

場  所： 榛名体育館 

種  目： 個人戦 小学４年生～６年生の部（男女混合学年別トーナメント戦） 

中学生１級以下男女の部（男女別トーナメント戦） 

中学生初段以上男女の部（男女別トーナメント戦） 

団体戦 基本技の部(小学４年生以下×男女混合 3 名×２チームまで) 

          小学生団体の部（３年生以上、男女混合５名×２チームまで） 

中学生団体の部（学年不問、男女混合５名×１チーム） 

※基本技以外の団体選手は個人戦と重複しても可 

 団体でチームが組めない場合は，他団体，他校との混成チームを編成

しても可 

      試合時間：小学生２分３本勝負  中学生３分３本勝負 

            ※時間内に勝負のつかない場合→個人戦は２分刻みの延長。 

             団体戦は引き分け、勝者数・取得本数が同じ場合、任意の代表による

２分刻みの１本勝負による代表者戦。 

      試合順：①基本技の部(個人戦、団体戦との重複不可)小学生・中学生個人の部 

          ②小学生団体・中学生団体の部 

表  彰： 種目ごとに原則ベスト４まで表彰。 

申し込み： ４月２６日（金）までに 

※申込書を高崎支部HP よりダウンロードしメールでお申し込み下さい。 

      ※申込先 〒370-0857  高崎市上佐野町 751-3  齊藤 源基 宛 

           メール：mkkm3110@ivory.plala.or.jp   

参 加 料：  1 人 ￥1,000－   

      上記には記念品・１日傷害保険料を含みます。（昼食は各自で持参のこと） 

振 込 先： 群馬銀行高崎東支店 (店番)123 （普通）０６８１４３９ 

      (口座名)   剣道連盟 高崎支部 会計 石田寛 

        ケンドウレンメイ タカサキシブ カイケイ  イシダヒロシ 

後  援： 高崎中央ライオンズクラブ･高崎市･高崎市教育委員会･高崎市スポーツ協会 

      ※なお、本事業はライオンズクラブ国際財団の協力を得て実施いたします。 

そ の 他： ・各道場・各団体、２名以上の審判員をお願いします。 

・審判員の服装は全剣連規定の服装でお願いします。 

      ・個人、団体戦共に、新型コロナウイルス感染症が収束するまでの暫定的な試合審判

法に則って実施いたします。 

・本大会を小学生総体の高崎市代表チームを決定する参考とします。 

・大会模様・結果が新聞、支部 HP に掲載されることがありますので 

 ご了承ください。 

問合せ：  高崎支部 齊藤源基 090－1426－3158  



「基本技の部」競技内容および判定基準 

『編成・着装』 

・ 小学 4 年生以下の 3 人で 1 チームを編成する（最大 4 人は OK です） 

・ 剣道着、袴のみ着装する 

 

『競技内容』 

・ 前後の正面素振りを 20 本（すり足にて） 

・ 切り返し(正面打ち・前 4 本、後 5 本の左右面・正面打ち)を 2 回 

・ 正面打ち 4 本、小手・面の連続技 2 本（跳び込み足にて） 

 

『判定基準』 

おおむね以下の 5 点についての優劣を判断する 

①→⑤を優先順位の目安とし、判定は審判員の総合判断に委ねる 

全員の技の速さが揃っているか否かは判断基準外とする 

① 打  突 

・ 「大きさ」「力強さ」「速さ」「正確さ」を総合的に判断 

・ 「一拍子の打突」ができるか（二拍子の打突は低位と考える） 

② 気  合 

・ 「気合＝発声」が大きいか 

③ 姿勢、構え 

・ 「背筋の伸びた姿勢」を保てるか 

・ 「竹刀の握り」「剣先の位置」は正しいか 

④ 足 捌 き 

・ 「左足が右足より前に出ないで」すり足、送り足ができるか 

・  左右の「かかとの高さ、向きは」良いか 

・ 「力強く」「遠くへ」跳び込み足ができるか 

⑤ 連 続 技 

・ 小手から面に「技が円滑に移行」できるか 

 

『そ の 他』 

・ 審判員は礼を行った後「かまえ」「正面素振り 20本始め」、 

「切り返し始め」、「面打ち・小手面打ち始め」および判定に関する「判定」 

「勝負あり」との発声・宣告のみを行う 

・ 従って、各チームの任意の者がそれぞれの動作毎に 

初動を揃えるための号令を自己のチームに発しても良い 

例：「はじめ！」「はいっ！」「それ！」など 

 

 

＊ 3 人編成と 4 人編成は一切のハンディを考慮せず 

同一とみなして判定します 


